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E アルフアルファの病害
(含パークローパ)

Medicαgo ウマゴヤシ属

(1) M.αγαbicα(L.) Huds.， spotted burc10verスポッテット、パークローパ

(2) M. falcαtαL.， yellow-flowered alfalfa 

(3) M.印仰li悔し， black medicブラックメデック(コメツブウマゴヤシ)

(4) M. 01・bicul品ris(L. ) Bartal. ， buttonc1overノミトンクローノミ

(5) M. polymorpha L. (= M. deηticulata Willd.) California burc10ver 

カリフォノレニアパークローパ(ウマゴヤシ)

(6) M. sαtivαL. subsp. sαtれ?品， alfalfa， lucerneアルフアルファ，ルー

サン(ムラサキウマゴヤシ)

ウマゴヤシ属では上記の種が牧草としてわが国に導入されているが，最も重要

なものはアルファノレファで他は試作程度であるO この中にはかつて導入されたも

のが今は野生化して見られるものもある。

アルフアルファは中央アジアの原産で飼料草として栽培された最古の植物とい

われ，西暦前 700年ごろすでにベルシャで栽培された。わが国へは明治初年に導

入されたが一般に関心が高まったのは近年になってからである(山田 1963)。

わが国に導入されたアルフアルファは，その故郷とはひどくかけ離れた風土の

中で生きてゆかねばならぬわけである。春，秋の温暖期の多湿は空気伝播性病害

の発生を促がす。アルフアルファでは茎枯病，そばかす病，いぼ斑点病，葉枯

(輪紋)病の 4種の病害がくびすを接して襲い，甚だしい落葉を惹き起とす。冷

涼地ではその発生期が殆ど重なるので惨状を呈するO 炭そ病に侵されると茎が枯

れ，それを補うために再生する茎も次次と侵され，遂に再生不能に陥る。

日本土着の土壌菌の中にはアルフアルファの根や茎を好んで侵すものが多い。

菌核病，自絹病，紫紋羽病，根腐病，葉腐病，根頭腐敗病，萎ちょう病などがそ

れである。最近発見されたフィトフトラ根腐病は海外から侵入した土壌病害と思
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われる。海外にはさらにBacterialWi 1 tという土壌病害もあるといわれるので

警戒が必要である。

これらの病害からアルフアルファを守り，長年にわたって生産性の高いアルフ

アルファ草地を維持してゆくことは誠に困難なことであるが，そこに研究の重要

性があり成果が期待されるO

1. アルフアルファ・モザイク病

英名 Mosaic 

病原ウイルス alfalfa mosaic virus (AMV) 

わが国におけるアルフアルファのモザイク病は 1933年， 日野 4)によってその

発生が報告されていたが， 1952年 5月，正田・小室・明日山 21)は松戸市千葉大

園芸学部果樹園内のアル 7アルファにモザイク症状の発生を認め，その病原をア

ルフアルファ・モザイク・ウイルス (AMV)と同定して発表したμILこれがわが国
においてアルフアルファのモザイク病の病原を同定した最初の報告であり，また

わが国におけるAMVの最初の同定でもある。

アルフアルファは永年生であるため古い株ではモザイク症状の見られることが

多く，その発生は全国に及んでいる。アルフアルファにおける病徴は軽微で明瞭

な黄斑を示さない。しかしアルフアルファのモザイク株からはすべてAMVが分

離され，その他のウイルスは分離されない 101アルフアルファでも K欠乏地の株

では黄斑モザイク症状を呈するように思われる 10)0AMVによるモザイク病はクロ

ーノミの重要病害であるのでその項で詳述する。また各種のウイノレスをアルフアル

ファに人工接種して陽性を示したと報告されている文献も多い。これについても

クローパの項を参照されたい。

文献

1)葵・内村 (1962)九州農業研究24: 155 

2) 明日山・小室・正田 (1955)栃内・福土教授還歴記念論文集 101
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3) 福士 (1962)農及園37(1): 82 

4) 日野 (1933)宮崎高農学術報告 5::103 

5) 日高ら (1960)植物ウイルス病 341

6)飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報37: 5 

7)飯塚・飯田(1969)東北農試研報37:必

8)井上 (1964)農学研究50(3): 103 

9) 木谷・国安 (1970)四国農試報告22: 125 

10)小室 (1963)植物防疫17(10): 418 

11) 小室(1966)日植病報32(3) 116 

12)松本・児玉・村山 (1968)北大農紀 56(1): 1 

13) 向・西原(1975)作物病虫害事典 337

14)村山・児玉・松本 (1965)日植病報30(2): 89 

15) 中国・杉山・松本 (1979)山口農試研報31 134 

16)成田(1962)農薬の進歩 8(3): 17 

17)成田(1977)北海道における農作物病害 234

18) 西原(1961)牧草の病害 I 105 

19 )西原 (1964)農及園39(9): 1407 

20)西原・吉村(1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 I 22 

21)正田・小室・明日山 (1953)日植病報17(2): 90 

22) 高僑・飯塚・飯田 (1963)北日本病虫研会報14: 61 

23) 山本ら (1963)中国農試報告A，9 : 138 

2. アルフアルファてんぐ(天狗〉巣病

英名 Wi tches' Broom 

病原 mycoplasmal ike organism (MLO) 

(マイコプラスマ様微生物)

ジャガイモてんぐ巣病と同じ病原MLOによるアルフアルファのてんぐ巣病が

日62年，北海道石狩地方に発生をみたが被害は軽微であった I，t
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なおこれとは別なMLOによるマメ類てんぐ巣病が沖縄地方で知られているO

そのMLOはミナミマダラヨコバイによってアルフアルファに運ばれ，アルフア

ルファにてんく喋症状を起こすえ暖地のアルフアルファではこの方の警戒が必

要と思われるO

文献

1)成田 (1977)北海道における農作物病害:ぉ4

2) 杉信(1975)北海道農試研究資料6: 29 

3)新海 (1972)日植病報38(3) : 216 

3. アルフアルファ斑点細菌病

英名 Bacteria1 Leaf and Stem Spot 

病原細菌 Xanthomo叩 sphαseoli f.sp.ιlf，ιlfae ( Riker， J ones et 

Davis ) Sabet 

斑点細菌病は 1962年 9月，千葉市青葉町農林省畜試圃場のアルフアルファ品

種Wi11 i amsburgに発生した。ダイセーン散布区には発生が見られなかったとい

われる2，3，4，5，t

文献

1) 阿部(1949)植物細菌病学 211

2) 富永 (1962)日植病報27(5) : 269 

3) 富永 (1963)植物防疫17(10) : 412 

4)富永(1964)日植病報29(3) : 162 

5) 富永 (1971)農技研報告C，25 : 196 

6)富永 (1971)農技研報告C，25 : 205 
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4. アルフアルファ葉枯病〈輪紋病〉

英名 S temphy li urn Leaf S pot 

病原菌 Stemphyl印.mbotア抑制.mWa11r. 

完全世代 Pleospo叩 heγ如何m(Pers. ex Fr. ) Rab. 

葉枯病は 1958年7月，千葉市長沼原町で発見され，輪紋病として報告された13)

のが最初であるO その後成田10)により葉枯病と改称された。葉枯病は北海道か

ら九州まで分布し，いずれの地でも落葉を起因する重要病害とされているO

葉枯病菌Stemphyl印悦 botryosumはアルフアルファのほかアカクローパにも

寄生し葉枯病を起こすO アルフアルファにはまた近縁のマメ科植物から報告され

たStemphyl印m 属菌があるので，これらの聞における形態的な区別と，寄生性

の相違が問題となるO わが国のアルフアルファ葉枯病菌はアカクローパ葉枯病菌

ーと形態的には一致し同種と認められるが，寄生性は異なり，アルフアルファ葉枯

病菌はアルフアルファ，レンゲ，パークローバに強い病原性を示し，アカクロー

シロクローバ，アルサイククローバおよびスイートクローパに対する病原性

はかすかであったペこのこ、とから本菌には明らかに寄生性の分化が認められる

と報告されたぺ

葉枯病に対するアルフアルファ品種の感受性について，千葉産菌株を用いポッ

ト栽培の植物に人工接種によって試験した結果， BuffaloとDuPui tsは最も抵抗

性を示し， At1antic， Ladak， Ranger， Wil1iamsburgは権病性であった151し
かし北海道における調査ではBuffaloとDuPuitsの抵抗性は一致するが， Ladak 

とWi11 i amsburgも抵抗性を示し，千葉での成績と一致しないmt北海道の成
績で最も擢病性を示したのはCossack，LahontanでAt1anticはそれほどでもな

い23Lしかし北海道での成績も場所により，また詳しく見れば時期(番草)によ
23) 

り品種の強弱の順位はかなり変動しており ，本病と品種との関係については精

密な試験が必要と思われる。
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文献

1)北海道農試牧草3研 (1971)北農38(1) : 7，19 

2) 飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報37: 5 

3) 北島・梶原 (1967)原色作物病害図説 402

4) 木谷 (1963)植物防疫17(10) : 410 

5) 木谷・国安 (1970)四国農試報告 22: 124 

6) 向・西原 (1975)作物病虫害事典 343

7)中田・杉山・松本 (1979)山口農試研報 31 134 

8) 成田 (1962)農薬の進歩 8(3) : 19 

9) 成田 (1963)植物防疫17(10) 401 

10) 成田 (1963)北海道立農試集報10: 93 

11) 成田 (1977)北海道における農作物病害 233

12) 新留 (1970)鹿児島農試創立70年記念報告;お8

13) 西原 (1959)日植病報24(1):45

14) 西原 (1960)日植病報25(1) : 13 

15) 西原 (1961)牧草の病害 I: 63 

16 )西原 (1961)デーリィマン 11(6) : 28 

17) 西原 (1964)農及園39(9) 1407 

18) 西原 (1965)畜産コンサルタント 1(4) : 42 

19) 西原 吉村 (1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 I 18 

20) 斉藤 (1956)北陸病虫研会報4:日

21)斉藤 (1960)農業技術 15(5) : 206 

22) 斉藤・倉田・山本 (1970)高知農林研報3: 2 

23) 杉信(1975)北海道農試研究資料6: 29 

24) 高橋・飯塚・飯田 (1963)北日本病虫研会報 14: 61 

25) 富永 (1970)飼料作物の病気カラースライド集解説;ω

26) 富永(1971)農技研報告C，25 : 196 

27) 土屋・尾崎 (1967)北農34(11) : 43 

28) 山本 (1960)日菌報2(5) : 93 
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29) 山本(勉)ら (1963)中国農試報告A，9 : 138 

30) 吉原・西原 (1960)長野県における牧草生育障害の実態 21

5. アルフアルファ葉腐病

英名 Rhizoctonia Rot 

病原菌 Rhizoctoniαsolani K出m

葉腐病は夏から秋にかけてアルフアルファの茎棄を煮えたように腐らせる病害

で，暖地ほど被害が大きい1OL本病についてはクローパの葉腐病の項を参照され

たい。なお葉腐病菌によって起こるアルフアルファの根腐病については別項に述

ベるO

文 献

1)葵・内村 (1962)九州農業研究 24: 155 

2) 茨木・徳永-遠藤 (1963)北日本病虫研会報 14: 62 

3) 飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報 37: 5 

4) 井沢 (1972)デーリィマン22(12) 36 

5) 木谷・国安 (1970)四国農試報告 22: 125 

6) 向・西原 (1975)作物病虫害事典 367

7)成田 (1962)農薬の進歩 8(3) : 18 

8) 成田 (1963)植物防疫 17(10) 401 

9) 成田 (1977)北海道における農作物病害 233

10) 西原 (1961)牧草の病害 I 14 

11) 西原 (1964)農及園 39(9) 1407 

12) 沢田 (1919)台菌調 1: 471 

13) 重永・古山 (1963)九州病虫研会報9: 10 

14) 富永 (1971)農技研報告C，25 : 196 

15) 土屋-尾崎 (1967)北農34(11) 43 
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6. アルフアルファ灰色かび病

英名 Gray Mold 

病原菌 Bot旬 tiscine1・6αPers，ex Pers， 

灰色かび病は1962年に札幌などで発生が認められたが軽微であったといわれるli
ところが1964年 4月，千葉県八日市場市近郊ではアルフアルファに本病の激しい

発生が認められた。このアルフアルファは加工飼料用としてきわめて集約に栽培

2，3) 
されたもので，そのような特殊な栽培法が本病の多発を促がしたものである O 

文 献

1 )成田 (1977)北海道における農作物病害 233

2) 西原 (1964)農及園39(9) 1407 

3) 西原・吉村 (1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 20 

7. アルフアルファ斑点病

英名 Surnmer Black Stem and Leaf Spot 

病原菌 Cげ cosporazeb1・~nαPass ，

アルフアルファ斑点病は1958年 8月，千葉市都町千葉県農試の圃場で発生が認

7，8，9，10，11) ""，-"，2'，3) -"，"""，18，20) """"，""，，，，13，23) ，+，，，，，，24) 
められ て以来，北海道 ，東北 ，北陸関東東山 ，中国

四国4，5)九州、い)においても発生が認められており，アルフアルファの栽培に伴っ

ていたる所に発生するものと思われる。

斑点病による被害はそばかす病ゃいぼ斑点病などに比べれば一般に軽いが，暖地

では夏から秋にかけて無視できない被害をこうむることがある。

アルフアルファ斑点病菌はクローパ類斑点病菌と形態的には区別し難いが，寄

生性の相違も考慮に入れて，別種とし Ceγcosporamedic仰向付 Ell.et Ev， 

とされることもある O アルファノレファ斑点病菌は外国での成績によればアルファ
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ノレファ，エロートレフオイルおよびパークローバすなわち Medic旬。属の植物に

寄生性を有し Tγ門Zザfoωt印悦属には寄生性がないといわれる u

斑点病に対するアルフアノルレフアの品種間差異はまだだ、調査例が多くないが，北海

道21)での成績によればCaliverde，Ladak， Lahontanはやや多， Du Puits，Narrag 

ansett はごく少と評価されており，またその他の品種もそれぞれ評価されてい

る。千葉 13)では1九Tilliamsburgは最も弱く， Califolnia Commonは高度抵抗性

で，品種間差異が顕著であったO 愛知22)での観察によれば 2倍体系統のものが

4倍体系統のものより抵抗性を示しアメリカ Common系統などは弱いようである

といわれる O

文献

1)葵・内村 (1962)九州農業研究24: 155 

2) 茨木・徳永・遠藤 (1963)北日本病虫研会報 14: 62 

3) 飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報37: 5 

4) 木谷 (1963)植物防疫17(10) : 410 

5) 木谷・国安 (1970)四国農試報告22: 124 

6) 向-西原 (1975)作物病虫害事典 341

7) 成田 (1961)農業技術 16(11) 523 

8) 成田 (1962)農薬の進歩 8(3) : 18 

9) 成田 (1963)植物防疫17(10) 401 

10) 成田 (1963)北海道立農試集報 10: 95 

11) 成田 (1977)北海道における農作物病害 233

12) 西原 (1959)日植病報 24(1) : 45 

13) 西原 (1961)牧草の病害 1 69 

14) 西原(1961)デーリィマン 11(6) : 28 

15) 西原 (1964)農及圏 39(9) : 1407 

16) 西原 (1966)農林省畜試研報 10: 34 

17) 西原・吉村 (1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 18 

18) 斉藤 (1956)北陸病虫研会報4: 53 
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19) 斉藤・小野 (1957)畜産の研究 11(1) : 185 

20) 斉藤 (1960)農業技術15(5) : 206 

21) 杉信 (1975)北海道農試研究資料6: 29 

22) 鈴木・稲波 (1971)アルフアルファ(ルーサン)の品種解説 87

23) 富永 (1971)農技研報告C，25 : 196 

24) 山本ら (1963)中国農試報告A，9 : 138 

8. アルフアルファいぼ斑点病〈葉斑病，斑葉病，褐点病〉

英名 Common Leaf Spot 

病原菌 Pse包dopezizamedic仰向日 (Lib.) Sacc. 

いぼ斑点病は19世紀の初めごろから知られているアルフアルファの最も古くか

らある病気の一つで，その分布は全世界の栽培地に広がっている。わが国にもウ

マゴヤシの葉斑病3)とか斑葉菌2)の名で紹介されていたO わが国での発生は1956

年にまず北陸地方から報告があり 27，28，29)次いで千葉および長野においても発見

され，アルフアルファの重要病害の一つであることが明らかになった叫仰せそ

，16，17，18.35) -a，-IL-4，5，22) の後本病は北海道 14 ， 15 ， 16 ， 17 ， 1~.35) 東北 ，および九州山岳 からも発生が

報告された。また旧満洲8，9，10，13)およびブラジル 24)における発生もわが国の研

究者によって報告されている。なお北海道では1920，1923年に札幌で採集された

標本があるといわれる 18i

守 28，29)
本病は褐点病と呼ばれたこともあるか ， 現在はいぼ斑点病という病名で

呼ばれることが多い。ク pーノ旬、ぼ斑点病菌とアルフアルファいぼ斑点病菌は形態

がきわめて似ているが若干の相違があり別種とされている 20)。両菌とも人工培

地での，培養が困難であるため病菌の性質など殆ど解明されていない。

わが国ではいぼ斑点病抵抗性を目標とした品種育成に成功していないようであ

るが，米国ではCaliverde，Delta， Teton， Scoutの4品種が本病抵抗性を目標

として育成された311導入外国品種の本病に対する感受性の相違は北海道で調査
されたものがあるO それによると Buffalo，Du Puitsおよび、Vernalは抵抗性大

であるω
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9. アルフアルファ萎ちょう(凋)病

英名 Fusar i um Wil t 

病原菌 F悦sarivmoxysporu悦 Schl.emend. Snyd. et Hans. 

f. sp medic品ginis(Weimer ) Snyd. et Hans. 

アルフアルファ萎ちょう病はアカクローバ萎ちょう病と同一病原によるもので，

火山灰土壌草地に多く見られ，播種後 2-3年で再生後の生育がわるくなり，萎
1.2) 

ちょうする病害である 。なおアルフアルファおよびアカクローパのフザリウ

ム病には本病のほかに F悩俳句骨tsolaniによる根腐病 F悩俳句.mγose叫悦

による根頭腐敗病が報告されている(クローバの項参照)。

松井ら 4.5)も北海道においてFus肘叩悦 spp.によるアルフアルファの萎ちょう

病あるいは根腐病を報告している。氏らは病原の種名を明記していないが，それ

1，2，3)‘ 
はおそらく荒木・佐藤' りの報告した上記3種のいずれか 1種あるいは複数

種に当たるものと思われるO 松井らの研究したアルフアルファのフザリウム病は

子苗の立枯れ症状をひき起こすことが多く品種聞に強弱の差は見られずり，排水

不良地に発生し，低刈りのものにのみ発病が見られる 5)。 FtLS併叩仰の分離され

るアルフアルファの根腐れからはAscochytaとRhizoctoniαも分離されるので，

この根腐れはこれらの菌の混合感染の可能性もある 5)と考察されているO なお中

島ら 7)も宮崎においてアルフアノレファ萎ちょう病の発生を認めているが，病原は

明記されておらず不明である。
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1 Q. アルフアルファ菌核病

英名 Sclerotinia Crown and Stem Rot 

病原菌 Scl仰 ot印叩 tパfolior11;悦 Eriks.

アルフアルファ菌核病はクローパやレンゲの菌核病と同じ病原による病害6，11，

33)で，それによる被害も同様に大きく，とくに積雪地帯において重視される。

本病のアルフアルファにおける発生生態はクローパのそれと大差ないが，細か

に見ると若干の違いがあり，北海道での観察では，アルフアルファは積雪下で腐

敗枯死する株はまれで，主に融雪後病勢が進むペ南九州で、も菌核病は積雪のあ

った年，融雪後に大発生するといわれる叱

アルフアルファ菌核病菌はナタネ菌核病菌とは分類上別種とされているが，ア

ルファルファ菌核病菌の中にはナタネの葉に強い病原性を示す系統が存在するな

アルフアルファ品種のうち米国ではWi11 i amsburgが菌核病耐病性であるとい

われるがわが国では未確認であるべまた米国で近年育成されたDe1taは菌核病

抵抗性を目標に育成された品種で、あるといわれる 3ヘ
アルフアルファ菌核病防除にPCNBやCNA散布が有効であると報告されてい

る1ml本病についてはクローパおよびレンゲ菌核病も参照されたい。
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11. アルフアルファ根頭腐敗病

英名 Crown Rot 

病原菌 F叫鈎門包悦 γoseumLink emend. Snyd. et Hans. 

f sp. ce何 αlis(Cke. ) Snyd. et Hans 

=F. 9γα竹t~ηeαアum Schwabe 

完全世代Gibbe何 llazeae (Schw.) Petch 

アルフアルファの成株の根冠部の腐敗とそれによる蔚芽不良を惹き起こす病害

で，アカクローバにも同様な症状が現われる。(クローパ根頭腐敗病の項参照)
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12. アルフアルファ茎枯病

英名 Spring Black Stem and Leaf Spot 

病原菌 AscochytαimpeγfectαPk 

アルフアルファ茎枯病は 1957年 4月，千葉市長沼原町において発見され病名

が提案され叫 1961年にその病徴，病原菌の性状などが初めて記述された 17i

以来報告された発生地はわが国の殆ど全地域に及んでおり，本病はアルフアルフ

ァに最も普遍的に発生する病害であるが，それは本病菌が種子によってきわめて

高率に伝播されること 17)と関係があると思われるO

茎枯病菌の柄胞子には単胞のものが含まれ，その率が高いことからこの菌を

Phomaに入れる意見があり，近年米国ではP.med臼仰向付 Malb.et Roum 

var. medicαginis Boeremaを採用されることが多いようである。

茎枯病の発生は春の 1番草に最も多く，また被害はアブラムシの多く見られる

品種に多いが，それは本病菌の発育が比較的低温でよく，またアブラムシの分泌

する蜜滴の糖分が本病菌の発芽，生育を促進するためであろうと考えられる2JL
アルフアルファの茎枯病耐病性の品種間差異については海外の成績も含めて詳

しく紹介されている 2.4，26，ぺ本邦で育成された品種ナツワカパは本病多発地で

淘汰を繰返して選抜されたもので，暖地型品種としては高い茎枯病耐病性を有す

る28)。
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13. アルフアルファ紫紋羽病

英名 Violet Root Rot 

病原菌 Helicobαsidium情。刑仰 N.Tanaka 

紫紋羽病は北海道から九州に至るまで分布するが，とくに火山灰土に多いペ

(クローバ紫紋羽病の項参照)
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14. アルフアルファ根腐病

病原菌 (a) F制 αγ印悦 80lani(Mart.) App巴1et Wr. 

(b) Rhizoctoniα801αni K泊加

夏がれの一因となるRhizoctoniα801α?ω による根腐病は，クローバほどでは

ないがアルフアルファにも見られるMiこれとは別にF捌仰m 80印刷による
根腐病があって，この方はクローパと共にアルフアルファにも大きな被害があり，

草地衰退の原因となる 1，以5i(クローパ根腐病の項参照)
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5) 佐藤・荒木 (1975)日植病報41(1) : 125 

6) 上野 (1970)農林省畜試年報9(昭44年度 119

15. アルフアルファ黄斑病

英名 Yellow Leaf Blotch 

病原菌 Leptotγochilαmedicαg仰向 (Fckl.) Schuepp 
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アルファノレファ黄斑病はわが国にも 1919年に紹介され1)また満洲における発

生が三浦2)により報告されていた。しかしこの病気がわが国で発見されたのは

1965年 8月で，岩手県岩手郡雫石町小岩井農場で、採集されたえその後アルファ
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ルファに本病の発生報告はないが，先年北海道から発生報告のあったアルフアルフ

アの黒葉枯病とこの黄斑病との異同が疑がわれているせ
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4) 西原 (1966)日菌報7(2-3) 378 

5) 西原 (1968)日植病報34(5) 342 

16. アルフアルファ・フィトフトラ根腐病

英名 Phytophthora Root Rot 

病原菌 P均tophtho叩 megαspeγmaDrechs. 

Phytophtho叩によるアルフアルファの根腐病は米国で被害が大きいといわれ，

わが国の研究者間ではその侵入を警戒していたO ところが 1974年 5月，北海道

農試(札幌市羊ケ丘)において発生したアルフアルファの根腐症の病因が，P. 

megaspeγmaによるものであることが分かり，本病菌のわが国への侵入が確認され

た。

本病菌の人工培地上における生育温度は 7-320Cで，適温は 250Cであること

が分かり 1ペまた土壌中からの本病菌の密度評価に有効な方法が見付かったえ

なお 1978年，北海道上川郡新得町のアルフアルファ圃場からこれとは別の

Phytophtho叩属菌が分離され，これもアルフアルファの根に病原性を示した。こ

の菌はPhytophtho叩 cryptogeαPethyb.et Laff.と同定された4L

文献

1 )荒木・松本・島貫 (1977)日植病報43(3) : 338 
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2) 松本-荒木 (1978)日植病報44(1) : 75 

3) 松本・荒木 (1978)臼植病報44(2) : 214 

4) 松本-佐藤 (1979)日植病報45(4) : 528 

17. アルフアルファさび(錫)病

英名 Rust 

病原菌 Uromyces stγ印印sSchrりt.

本菌はアルフアルファとコメツブウマゴヤシに寄生するさび菌で，わが国にも

早くから知られていたが 2.8，9，叫それは藤黒 1)の台湾における発見によるもので，

日本での発生は1935年 6月，鹿児島市でアルフアルファから採集されたもの 7)が

最初と思われる。関東では1951年 9月，神奈川県の城ヶ島で採集されたのが最初

19) JI， rr.x. 23) .J.. <= 30) nrI <= 13.14) 
とされる。その後東海，北陸，中国，四国 および九州 でアル

フアルファに発見されており，ときに激しい被害が認められているペなお旧満

11.15.18) 
洲における発生もわが国に報告されている 。本菌の中間寄生はトウダイ

グサ科の植物とされているが，本邦ではまだ確認されていない。

品種の耐病性については米国で行なわれた研究が紹介されている即W:米
国において育成された本病抵抗性品種Cherokeeは愛知農試においても高い抵抗

性が認められた幻

〔附記〕本病菌は千葉でもコメツブウマゴヤシに認められるO アルフアルフ 7

では1960年，愛知から移植した株にさび病の発生を認めたが越冬しなかった。
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2) 原 (1932)実験作物病理学 462

3) 平塚 (1937)樋研雑 13: 736 

4) 平塚 (1952)日植病報 16(3'4) : 183 

5) 平塚 (1955)植物鏡菌学研究 184.185. 230 

ヴ

dFU
 



6) 平塚 (1960)琉球大農家政工学術報告7: 235 

7)平塚 (1973)菌輩研報 10:48 

8) 出回 (1911)日本植物病理学(下 485

9) 伊藤 (1922)北大農紀 11(4) 244 

10)伊藤 (1950)日菌誌2(3) : 99 

11) 岩垂・佐々木-内藤 (1943)満洲国農作物病害目録 110

12) 北島・梶原 (1967)原色作物病害図説 406

13) 木谷(1963)植物防疫17(10) : 410 

14) 木谷・国安 (1970)四国農試報告22: 125 

15)小佐井 (1935)満鉄農試報告36: 104 

16) 向・西原 (1975)作物病虫害事典 339

17) 中島ら (1958)宮崎大農研究時報4(1) :剖

18) 中田・明日山 (1939)満洲国産業部資料32: 101 

19) 西原 (1961)牧草の病害 1 97 

20)西原 (1961)デーリィマン 11(6) : 29 

21)西原 (1964)農及園39(9) : 1407 

22) 西原・吉村 (1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 19 

23) 斉藤 (1956)北陸病虫研会報4: 53 

24) 沢田 (1928)台菌調4: 43 

25) 沢田 (1943)台菌調 9:お

26) 白井 (1905)日本菌類目録 110

27) 鈴木・稲波 (1971)アルフアルファ(ルーサン)の品種解説 f5l

28) 但見 (1970)畜産コンサルタント 6(5) : 14 

29) 富永 (1970)飼料作物の病気カラースライド集解説 62

30) 山本ら (1963)中国農試報告A，9 : 138 
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18. アルフアルファ白絹病

英名 Southern B 1 ight 

病原菌 Scleγot印悦 γolfsiiSacc. 

完全世代 Coγt~c印mγolfsii Crzi 

白絹病はアルフアルファの最も重要な病害の一つで，わが国では東北地方南部 3)

を北限とし，関東，北陸以南の各地に発生する O 暖地では本草種の夏がれの一因

ともなり，重視される。本病についてはクローパの項に詳しく述べたので参照さ

れたい。

わが国におけるアルフアルファの育種研究は愛知県農試を中心に行なわれている。

そこでは暖地におけるアルフアルファの主要病害，茎枯病耐病性を育種目標のー

っとして育種が行なわれ，茎枯病に強いナツワカパの育成に成功したO この試験

の段階で白絹病の発生に注目し，品種間差異を調べたところ，白絹病に対しナツ

ワカバなどFramande系統は極めて弱く， Moapaなど暖地型品種の発病率は低い

傾向がみられたせその結果に基づいて抵抗性品種の育成を開始し 3年間の検

定により，選抜，合成された系統について愛知と熊本で抵抗性の検定を行なった

ところ，抵抗性品種育成の可能性が実証された6L
アルフアルファは土壌をpH6.5以上になるよう酸性矯正を行なうが 2年目以

降もアルファノレファによる収奪や溶脱によって当然酸性化するので追施が必要で

あり，消石灰を 10a当たり 50-100 K9施用することをすすめられている。 とこ

ろでこの消石灰の施用により白絹病がほぼ完全に防除できたと報告されている。

施用は梅雨直前の刈取り後，全面散布でよいといわれるべ

〔附記〕アルフアルファ白絹病防除にはその後，消石灰に石灰窒素を加えて施

すとさらに効果があるとし 1a当り石灰窒素2K9を消石灰10K9に混合し， 2番

刈り直後散布を一つの目安として示されている(福代和子 1980.日草誌26(別号)

73 -74.講要)
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文 獄

1)遠藤 (1938)宮崎高農学報10: 74 

2) 後藤 (1960)土壌病害鑑別指針 17

3) 茨木・徳永・遠藤 (1963)北日本病虫研会報14: 62 

4) 出田 (1926)続日本植物病理学(下 576

5) 稲波・鈴木 (1974)日草誌20(別号 1) 74 

6) 稲波・藤本・中嶋 (1979)日草誌25(別号 201

7) 北島・梶原 (1967)原色作物病害図説 4∞
8) 木谷 (1963)植物防疫17(10) : 410 

9) 木谷・国安 (1970)四国農試報告泣 124

10) 向・西原 (1975)作物病虫害事典 367

11) 西原 (1959)日植病報24(1) : 45 

12) 西原 (1961)牧草の病害 I 6 

13) 西原(1964)農及園39(9) 1407 

14) 斉藤 (1956)北陸病虫研会報4: 53 

15) 斉藤・小野 (1957)畜産の研究11(1) : 185 

16) 斉藤 (1960)農業技術15(5) : 206 

17)坂井・河本 (1966)中国農試報告A，12 : 110 

18) 沢田 (1919)台菌調 438

19) 鈴木・稲波 (1971)アルフアルファ(ルーサン)の品種解説 86

20) 鈴木・稲波 (1974)愛知農総試研報A，6 : 21 

21) 山本ら (1963)中国農試報告A，9 : 138 

19. アルフアルファそばかす病(褐斑病〉

英名 Leptosphaerul ina Leaf Spot 

病原菌 L叩 tosphaeruli叩 bγiosia;叩 (Poll.) Graham et Luttrell 

=Ploesp，伽eruli叩 b何回初nιPoll.

=Pseudoplea b吋osω叩 (Poll.) Hohn. 
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1956年5月，千葉市長沼原町で，Psew10pleαb何回旬叩によるアルファノレフ

ァの病害が発見され，これは褐斑病という病名をつけて報告されたペその後こ

の病原にPs叩doplω 什ifoliiを当て，クローパそばかす病菌と同種とする意見

が見られ，その説を採り，病名もそばかす病と改称することが提案されたぺ近

年本病菌の学名はまた上記のように改変されそれが一般に支持されている。

アルフアルファそばかす病は北海道から九州に至る各地において認められてお

り，いずれも被害の大きい病害と報告されている。とくに北海道では被害が大き

いようであるO わが国に導入されているアルプアルファの品種で本病に十分な抵

抗性をもった品種がない 23)ことにもよると思われる。しかしその中でもやはり

品種間差はあり，北海道お)ではLahonta.MoapaおよびTalentなどに発病多く，

地 cselやNarragansettなどに発病が少ない結果が得られている。

愛知県農試24)での試験によればスペイン系統がきわめて弱く，アメリカ Common

系統もやや弱い。これに対しイタリ一系統の怪病率は低く，抵抗性をもっと考え

られるといわれる。 DuPuits は耐病性でAtlanticは催病性を示したという報告

もある17L
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10) 中田・杉山 j松本 (1979)山口農試研報31 134 

11)成田 (1961)農業技術16(11) : 522 

12) 成田 (1962)農薬の進歩8(3) : 18 
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13)成田 (1963)植物防疫17(10) 401 

14) 成田(1963)北海道立農試集報10: 92 

15) 成田 (1977)北海道における農作物病害 233

16) 西原 (1959)日植病報24(1) : 45 

17) 西原(1961)牧草の病害 1 43 

18) 西原 (1961)デーリィマン 11(6) : 29 

19) 西原 (1964)農及園39(9) 1407. 

20) 西原 (1965)畜産コンサルタント 1(4) : 42 

21) 西原 (1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 17 

22) 重永・古山 (1963)九州病虫研会報9: 10 

23) 杉信 (1975)北海道農試研究資料 6:ぉ

24) 鈴木・稲波(1971)アルフアルファ(ノレーサン)の品種解説:鉛

25) 鈴木・稲波 (1974)愛知農総試研報A，6 : 21 

26) 高橋・飯塚・飯田 (1963)北1日本病虫研会報14: 61 

27)富永 (1970)飼料作物の病気カラースライド集解説 59

28) 富永 (1971)農技研報告C，25 : 196 

29) 土屋-尾崎 (1967)北農34(11) : 43 

30) 山本ら (1963)中国農試報告A，9 : 138 

20. アルフアルファ炭腐病

英名 Charcoal Rot 

病原菌 Scleγot印.mbatαticolaTaub. 

柄子殻世代 Macγ'Ophominaphaseoli (Maubl.) Ashby 

炭腐病は高温，乾燥条件下で発生する病害であり，アルフアルファが暖地で試

加や2，3，5)
作されたころに見られた」ともあるか ，その後は発生が認められない。北海

道4)で発生した報告もあるが，これは病原未同定であるといわれる。
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文献

1)西原 (1958)千葉農試研報3: 97 

2) 西原 (1961)牧草の病害 I・11

3) 西原 (1964)農及園39(9) : 1407 

4) 佐久間ら (1967)日植病報担 (5) 349 

5) 富永 (1971)農技研報告C，25 : 196 

21. アルフアルファ炭そ〈痘〉病

英名 Anthracnose 

病原菌 (a) Colletot吋chumtγifolii Bain et Essary 

(b) Colletotパchw悦 sp

アルフアルファ炭そ病は1963年 8月，千葉市青葉町農林省音試圃場で発見され

た91その病原菌は 2種の Colletotパ伽悦属菌で 1種はC.trifolii と同定さ
れたが，他方は鎌形の胞子を有し， C. truncαtum (Schw.) Andrus et Moore 

に近いが同定に至らなかった。病斑から検出される頻度は前者がはるかに多く，

後者はまれにしか分離されないが，人工接種による試験では後者の方がアノレフア

ルファに，より強い病原性を示したといわれるて

アルフアルファ炭そ病はその翌年10月には福岡県農試(筑紫郡筑紫野町)およ

び九州農試(熊本県菊池郡西合志町)にも発生が認められた。福岡県農試では

C.tγifolμのみであったが，九州農試の材料からはまれに鎌形の胞子も分離さ

れたo 1965年10月には愛知県農試(豊橋市)においても C.ヶグoliiによる炭そ

病の発生が認められた。

1974年 8月中旬から 9月中旬にかけ北海道では石狩，十勝，北見地方などで

播種当年のアルフアルファに炭そ病が多発して問題となった。その病菌はC.tパー

folμ と同定された 8，ペその翌年も十勝地方の一部で多発したところがあると

いわれる8i
これらの発生地ではいずれも炭そ病はアルフアルフ 7の品種DuPui tsにのみ

qo 
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か，あるいは他品種よりも DuPui tsに多く認められた。 DuPui tsはわが国各

地で優良品種とされていたため，炭そ病の発生はアルフアルファのとくに育種関

係者に注目された。

渡辺・中嶋・堀内 18)は千葉においてアルフアルファ品種の収量と維持年限に

ついて圃場試験を行なって次のように述べている。 Medicαgomediα系に属する

品種はM.sati叩系品種に比べ夏季の欠株発生が多く，これは減収と密接な関係

がある。 mediα系の中でもフランスのDuPui tsなどFlamande型の一群は欠株

の発生率がとくに高いo DuPuitsは元来炭そ病に弱いこと，永続性に乏しいこ

とが知られていたことから，両者の聞に因果関係があることを示唆したO そして

氏らはこのあとアルフアルファ炭そ病の抵抗性検定法，抵抗性の遺伝など一連の

研究に入った。

アルフアルファ炭そ病ではまず幼苗の室内検定法や切枝による成体の検定法な

どの手技の考案から着手されているが19，20，21，22) これは誠に巧妙な装置で，アル

フアルファの他の病害の実験にも役立つ。また苗箱によるガラス室内実験も並行

して行なわれており，これらの試験の結果，幼苗接種でも品種間に抵抗性の差が

認められ，抵抗性は苗令が進むにつれて増大することが分かった 2，tそしてこの
試験によって幼苗選抜が有効であることが選抜集団と無選抜集団の抵抗性比較に

よって確認された令
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12) 佐久間・荒木・成田 (1975)日植病報41(1) : 125 

13) 杉信 (1975)北海道農試研究資料6: 33. 

14) 鈴木・稲波 (1971)アルフアルファ(ルーサン)の品種解説;筋

15) 但見 (1970)畜産コンサルタント 6(5) : 13 

16) 但見 (1974)育雑24(1) : 52 

17) 富永 (1970)飼料作物の病気カラースライド集解説 62

18) 渡辺・中嶋-堀内 (1969)日草誌15(2) : 117 

19) 渡辺・中嶋(1969)日草誌15(1) : 86 

20) 渡辺-中嶋 (1970)日草誌16(1) : 67 

21) 渡辺 (1970)農林省畜試年報8(昭43年度): 96 

22) 渡辺 (1970)農林省畜試年報9(昭44年度): 84 

23) 渡辺 (1972)草地試ニュース 4:3 

22. パークローパ炭そ(痘〉病

英名 Anthracnose 

病原菌 Colletotrich悦例 medicαginis-dentic包latasSawada 

1931年11月，島根県簸川郡久多美村のウマゴヤシの苗床で発見された病害で，

横木2，3，4)はその病原を沢田1)が台湾でウマゴヤシの炭そ病菌として記載したC.

medicαg伽s-denticulataeと同定するとともに実験結果を報告した。

本病は初発見地の付近数か町村に発生し次第に蔓延の兆があるO 本病はウマゴ

ヤシの発芽当時から成熟期まで発生するが，最も被害の多いのは苗が 3， 4寸に

伸びた11月中・下旬である。本菌はウマゴヤシには無傷でもよく病原性を現わす

が，シロクローパと~レンゲには有傷でも寄生性がない。菌糸の発育適温はほぼ

220C，胞子形成は 250Cで最良である。また感染は 200C内外で最もよく，

300Cおよび 100Cでは感染が起こらない。種子伝染が証明され，また病菌は被

害茎によって容易に越夏し第一次発生源となる。本病に対し発病初期から10日間
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隔で2-3凪 4斗式石灰ボルト、ー液を散布すれば有効である 4)ことなどが明ら

かにされた。

文献
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3) 横木 (1938)島根農会報 503: 32 

4) 横木 (1939)病虫雑26(10) : 733 

23. パーク口ーパうどんこ〈白渋〉病

英名 Powdery Mildew 

病原菌 Erysiphe pisi DC . 

北海道石狩地方でMedicαgo印仰μ叩 L.(キバナノコメツプウマゴヤシ) に

うどんこ病菌の寄生が認められている2L

文献

1 )原 (1954)日本菌類目録 119

2) 本間 (1937)北大農紀38(3) : 323 

3) 沢田 (1919)台菌調 169
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24. アルフアルファ雪腐病

(a) 雪腐小粒菌核病 Typhula Snow Blight 

Typhulα印cα門協印 Laschex Fr. (フュヵーレガマノホタケ)褐色小粒菌核病

T仰伽tα ishikα?・iensisS. lmai (イシカリガマノホタケ)黒色小粒菌核病

(b) 褐色雪腐病 Pythium Snow Blight 

Pythium spp・

く雪腐小粒菌核病>北海道で、は融雪後の枯死茎葉にTyphulaの菌核の付着し

ているのがしばしば認められていたが， 1968， 1969年，とくに石狩，空知，桧山

地方などで多発して被害が少なくなかった l日L
く褐色雪腐病>北陸地方で発生するが被害は少ない45i

文献

1)北海道農試牧草 3研 (1971)北農38(1) : 7.却

2) 成田 (1963)植物防疫 17(10) : 401. 

3) 成田 (1977)北海道における農作物病害 234

4) 斉藤 (1956)北陸病虫研会報4: 53 

5) 斉藤 (1960)農業技術15(5) : 206 

25. アルフアルファのその他の病害

(1) Cylindrocladium Sp. 

北陸 (7)でアルフアルファにCylindγoclad印m 菌による病害が発生し梅雨期

から茎の地際部に発生し，茎は立枯れとなると記載されているが病原の種名未同

定，病名なし(斉藤・小野;畜産の研究 11(1) 185.1957 )。

チャ苗根腐病菌 (Cylindγoclad印m scopar向悦7)を茶園土壌から捕促するの
にアノレファノレファの子苗はきわめて好適の植物である。本菌を接種した土壌にア

ルフアルファの子苗を植えると， 24
0C， 4 -7日以内に子苗は地際から軟腐倒伏

67-



するとともに茎の表面に分生胞子が多数形成される。アルフアルファの品種聞に

擢病性の差はない(高屋:日植病報 36(5) 336.1970)。

〔附記〕アルフアルファにはCyli叫γocα叩仰 eh何 ηbeγgμWr.による Root

Rotの発生が知られている。 Cylindγoclad何.mとCylindγoca叩仰は形態が似て

いるので検討が必要。

(2) Pythium Sp. 

瀬戸内海沿岸の花崩岩質土壌のアノレフアルファではPythぬ，mによる子苗の萎

凋症状が見られそれによる欠株の発生が多い。これは播種前の堆肥の表層施用で

防除できることが分かった。これは堆肥中に存在する微生物の措抗作用によるも

のと思われ，堆肥中から Pyth向刑をとくに溶菌する放線菌2種が分離された

(坂井河本:中国農試報告A，12 : 104. 1966 )。

(3) Sclerot ium Sp. 

北海道でアスパラガス褐色菌核病発生地でその病原菌 (Scl erot叩，m sp.)の菌

核がアルフアルファの根にも生じたといわれる(鈴井:北海道農試案報 82: 60 

一71.1963 成田.北海道における農作物病害 234.1977)。

(4) 苗立枯病(仮称)

福島でアルフアルファの本葉が 1-2枚展開した10月ごろ発生し，地際が褐色

にくびれ立枯症状を呈する。権病部からRhizocton旬 sp.が分離されたといわ

れるが，なお検討を要する(茨木・徳永・遠藤;北日本病虫研会報 14:62.1963 )。
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